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昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
雲
南
市
長
並
び
に

雲
南
市
議
会
の
一
般
選
挙
で
市
長
に
速
水
雄
一

氏
（
加
茂
、
四
期
目
、
七
十
歳
）
、
市
会
議
員
は

二
十
二
名
（
現
職
十
九
名
、
元
職
一
名
、
新
人
二

名
）
が
当
選
し
ま
し
た
。
こ
の
新
し
い
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
雲
南
市
議
会
が
十
二
月
に
開
催
さ
れ
今

後
四
年
間
の
雲
南
市
行
政
を
担
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

定
例
会
に
先
立
ち
、
十
一
月
二
十
八
日
に
臨
時

議
会
が
招
集
さ
れ
議
長
や
副
議
長
の
決
定
選
挙

が
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
議
長
に
は
藤

原
信
宏
氏
（
三
刀
屋
、
四
期
目
、
六
十
五
歳
）
、

副
議
長
に
は
山
﨑
正
幸
氏
（
大
東
、
四
期
目
、
六

十
六
歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

執
行
部
態
勢
で
は
副
市
長
に
引
き
続
き
藤
井

勤
氏
（
木
次
町
、
六
十
八
歳
）
が
再
任
さ
れ
た
ほ

か
、
新
教
育
長
に
景
山
明
氏
（
三
刀
屋
町
、
六
十

歳
）
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
旧
加
茂
町
時
代
か
ら
二
三
年
八
ヵ
月

に
わ
た
っ
て
教
育
行
政
の
道
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
土
江
博
昭
氏
は
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
よ
り
ご

勇
退
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
豊

富
な
経
験
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
卓
越
し
た

手
腕
に
よ
り
雲
南
市
の
教
育
行
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

   

       

十
二
月
九
日
か
ら
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
四
期
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
速
水
雄
一

市
長
か
ら
所
信
表
明
演
説
が
あ
っ
た
の
に
続
き
、

補
正
予
算
の
質
疑
と
採
決
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
中
林
た
か
し
の
一
般
質
問
に
つ
い
て
は

裏
面
に
掲
載
）。 

 

  

 

現
在
、
議
会
に
は
三
つ
の
常
任
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
総
務
常
任
委
員
会
、
教
育
民
生

常
任
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
す
。
中

林
た
か
し
は
教
育
民
生
常
任
委
員
と
し
て
向
う

二
年
間
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
議
会
の
メ
ン
バ
ー

が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
で
各
常
任
委
員
会
を
構

成
す
る
メ
ン
バ
ー
が
新
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
、
議
会
広
報
広
聴

特
別
委
員
会
、
島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

   

雲
南
市
立
病
院
の
新
本
館
建
設
工
事
は
平
成

二
十
七
年
九
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
年
末

に
は
基
礎
部
分
で
あ
る
免
震
ピ
ッ
ト
（
地
震
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
免
震
装
置
を
据
え
付
け
た

地
下
室
）
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。 

基
礎
部
分
の
完
成
に
伴
い
、
一
月
か
ら
い
よ
い

よ
鉄
骨
建
方
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
三
月
ま
で

に
は
大
方
の
鉄
骨
が
組
み
上
が
り
ま
す
の
で
、
工

事
が
順
調
に
進
め
ば
桜
の
咲
く
頃
に
は
新
本
館

の
姿
か
た
ち
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
平
成

三
十
年
三
月
の
新
本
館
開
院
を
目
指
し
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
す
る

も
の
で
す
。 

            

ま
た
、
併
せ
て
市
道
阿
用
停
車
場
線
の
改
良
工

事
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
線
は
新
本
館
の
正

面
入
り
口
に
直
結
し
た
道
路
と
な
る
こ
と
か
ら

幅
員
の
拡
幅
や
側
溝
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。 

            

  

 

 

          

雲
南
市
に
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
方
々

の
外
出
時
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
利
用
等
の
場
合
の
利
用
料
金
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
（
雲
南
市
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
事
業
実
施
要
綱
）。 

こ
の
制
度
は
市
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用

で
き
る
も
の
で
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
運
用

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
タ
ク
シ
ー
以
外
に
も
市
民

バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
や
利
用

金
額
は
裏
面
の
通
り
で
す
（
概
要
の
説
明
で
す
の

で
詳
し
く
は
実
施
要
綱
、
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。 
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利
用
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
、

予
め
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
「
優
待
回
数
乗
車
券

（
以
下
、
券
と
省
略
し
ま
す
）」
を
購
入
し
ま
す
。

例
え
ば
、
五
千
円
を
支
払
え
ば
一
万
円
分
の
券
を

購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
券
の
種
類
は
百
円

券
で
も
二
百
円
券
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
病
院
や
買

い
物
に
タ
ク
シ
ー
を
使
う
場
合
、
料
金
に
よ
っ
て

支
払
方
法
が
異
な
り
ま
す
。 

①
タ
ク
シ
ー
代
が
千
二
百
円
以
下
の
場
合 

 

全
額
を
券
で
支
払
え
ま
す
。
た
だ
し
、
お
つ 

り
は
現
金
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。
タ
ク
シ
ー
代 

が
八
百
五
十
円
の
場
合
に
は
、
八
百
円
分
の 

券
と
残
り
五
十
円
は
現
金
で
支
払
い
ま
す
。 

②
タ
ク
シ
ー
代
が
千
二
百
円
超
の
場
合 

 

千
二
百
円
分
は
券
で
支
払
い
、
タ
ク
シ
ー
代 

と
の
差
額
は
現
金
で
支
払
い
ま
す
。 

 
 た

だ
、
注
意
し
て
頂
き
た
い
点
が
あ
り
ま
す
。 

 

①
券
は
譲
渡
で
き
な
い
、
②
有
効
期
限
が
今
年

の
三
月
末
と
な
っ
て
お
り
、
年
度
末
に
使
い
残
し

が
あ
っ
て
も
換
金
で
き
な
い
、
③
市
内
の
契
約
業

者
の
タ
ク
シ
ー
し
か
使
え
な
い
（
市
内
の
タ
ク
シ

ー
会
社
は
全
部
使
え
ま
す
。
松
江
や
出
雲
の
業
者

の
タ
ク
シ
ー
に
は
使
え
な
い
）
、
な
ど
で
す
。 

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
末

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
四
月
以
降
は
利
用
対
象
者

や
利
用
金
額
、
購
入
限
度
額
等
の
変
更
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

    

中
林
た
か
し
は
初
議
会
で
次
の
二
点
を
一
般

質
問
で
一
問
一
答
方
式
で
行
い
ま
し
た
。（
要
旨
） 

     

問 三
江
線
は
廃
止
が
決
ま
っ
た
が
、
木
次
線
は
開

業
百
周
年
を
迎
え
た
。
木
次
線
は
雲
南
市
の
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
存
続
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
次
線
存
続
に
向
け
た
市
の

姿
勢
、
決
意
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

通
学
や
病
院
へ
の
通
院
等
多
く
の
利
用
者
が

あ
る
。
地
域
の
衰
退
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
活
性

化
の
起
爆
剤
に
な
り
得
る
の
で
、
木
次
線
は
存
続

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ
て
い
る
。 

問 木
次
線
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

高
校
へ
の
通
学
、
雲
南
市
立
病
院
へ
の
通
院
な

ど
で
年
間
二
十
六
万
人
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
年
間

一
万
四
千
人
の
利
用
者
が
あ
る
。 

問 営
業
係
数
（
百
円
の
収
入
を
あ
げ
る
の
に
要
す

る
費
用
）
は
ど
う
か
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

民
間
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
八
百
二
十
七
．
五
と

な
っ
て
い
る
。
大
変
厳
し
い
数
字
で
あ
る
。 

問 国
の
推
計
で
も
雲
南
市
の
総
合
計
画
で
も
人

口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
人
口
が
増
え
な

い
以
上
、
観
光
客
な
ど
で
利
用
増
加
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
更
新
時
期
を
迎
え
て

い
る
が
観
光
列
車
へ
の
対
応
方
針
を
伺
う
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
平
成
三
十
一
年
の
更
新
に

向
け
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。 

問 ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
瑞
風
が
今
年

か
ら
運
行
を
始
め
る
。
周
遊
地
を
巡
る
の
に
専
用

バ
ス
ば
か
り
で
な
く
木
次
線
に
乗
車
し
て
も
ら

っ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
は
Ｓ
Ｌ
や

昔
懐
か
し
い
ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を
使
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
活
性
化
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。 

答
（
政
策
企
画
部
長
） 

関
係
機
関
に
提
案
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
雲
南

の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
実
績
作
り
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。 

     

問 島
根
県
内
の
公
共
工
事
量
は
ピ
ー
ク
に
比
べ

六
十
七
％
、
建
設
業
の
許
可
業
者
数
は
ピ
ー
ク
時

に
比
べ
二
十
二
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
。
雲

南
市
内
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

雲
南
市
の
公
共
工
事
は
平
成
十
七
、
八
年
頃
は

四
十
四
～
四
十
五
億
円
で
あ
っ
た
。
平
成
二
十
五

年
以
降
は
二
十
億
円
を
下
回
る
状
況
に
あ
る
。 

問 建
設
業
者
は
雇
用
や
地
域
経
済
へ
の
波
及
効

果
を
は
じ
め
、
冬
季
の
除
雪
作
業
、
災
害
時
の
緊

急
支
援
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
重
要

な
産
業
と
認
識
し
て
い
る
が
事
業
存
続
に
向
け

た
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

建
設
関
係
の
企
業
は
地
域
経
済
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
仕
事
量
や
企
業

数
は
右
肩
下
が
り
の
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
う
し
た

状
況
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
企
業
に
頑
張
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
様
々
な
施

策
を
講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

問 平
成
二
十
八
年
九
月
、
大
東
町
遠
所
地
内
で
県

道
の
落
石
・
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
る
。
迂
回
路
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
復
旧
の
め
ど
は
。 

答
（
建
設
部
長
） 

復
旧
工
事
に
向
け
用
地
調
査
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
九
年
三
月
末
の
完
成
を
目
指
し

て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

問 市
道
で
同
様
な
危
険
個
所
は
何
カ
所
あ
る
か
。 

答
（
建
設
部
長
） 

対
策
が
必
要
な
個
所
は
二
十
八
カ
所
あ
る
。
特

に
緊
急
を
要
す
る
三
刀
屋
町
内
の
一
ヵ
所
は
九

月
補
正
に
よ
り
対
策
工
事
を
実
施
中
。 

問 残
り
の
危
険
個
所
二
十
七
カ
所
の
解
消
め
ど

は
い
つ
ご
ろ
か
。 

答
（
建
設
部
長
） 

毎
年
三
カ
所
～
四
カ
所
程
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
対
策
工
事
を
行
う
予
定
。
金
額
も
含
め
流
動

的
な
面
も
あ
る
が
順
次
進
め
て
い
く
。 

答
（
市
長
） 

計
画
を
立
て
て
も
年
三
～
四
カ
所
の
ペ
ー
ス

で
は
は
か
ど
ら
な
い
。
中
山
間
地
に
は
こ
う
し
た

箇
所
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
国
が
目
を
向
け
る

べ
き
と
考
え
、
十
二
月
一
日
、
県
道
路
建
設
課
、

松
江
国
道
事
務
所
、
中
国
地
方
整
備
局
の
担
当
者

に
現
場
を
視
察
し
て
も
ら
っ
た
。 

問 大
東
町
内
の
建
設
業
者
数
が
減
っ
て
い
る
中
、

除
雪
対
応
が
懸
念
さ
れ
る
。
遠
所
の
迂
回
路
は
市

道
で
あ
り
、
県
道
と
市
道
で
除
雪
作
業
に
差
異
が

あ
っ
て
は
市
民
が
不
便
を
こ
う
む
る
。
関
係
機
関

と
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
建
設
部
長
） 

除
雪
作
業
に
つ
い
て
も
県
と
協
議
を
詰
め
る
。 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
会
報
告
を
創
刊
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
た
か
し
） 

項  目 説 明（制度の概要） 

対象交通機関 市民バス、だんだんタクシー、市

と契約したタクシー 

利用対象者 ６５歳以上の高齢者 

身体障がい者手帳所持者 ほか 

乗車券の名称 優待回数乗車券 

乗車券の種類 100円券（緑）12枚綴   600円 

200円券（橙）12枚綴  1,200円 

利用上限額 タクシー１乗車あたり 1,200円 

購入額と 

購入メリット 

券面額の半分で購入できます

1,200円迄は半額で乗車できます 

（1,200円超は自己負担） 

購入方法 市役所、総合センターで購入 

購入限度額 今年 3月までは上限がありません 
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